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度には約 45 件程度であった吸着事故が 2011 年度には 200 件を超える件数になり、現在は横ばいの状
況です。 
一方、シーメンス・ジャパンでは 2013年に報告を受けている吸着事故の件数は 34件で、吸着物おおび































































【日時】2001年 7月 31日 
【場所】米国ニューヨーク州ニューヨーク市 































(MRI検査装置に引きつけられた酸素ボンベ(この事例とは無関係)提供:Mariel NessAiver, ph.D 
http://www.simplyphysics.com/flying_objects.html#) 
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3.吸着事故予防の観点  
MR検査室内に入室する前には金属を含む医療機器等がないか確認を行う事が重要になります。万が一、
金属を持ち込むとMR装置への吸着、故障、破損、火傷等が起こるおそれがあります。 
また事故防止にむけ患者はもちろんのこと MR 室に出入りされる全ての方々への注意喚起が吸着事故
予防には重要です。 
なお、高磁場MR装置では重大な事故の可能性がありますので、より注意が必要です。 
 
万が一吸着事故が起こった場合に想定される代表的なリスクとしては下記が挙げられます。 
想定される代表的なリスクとして 
 
日本画像医療システム工業会（JIRA）HPより引用 
なお、吸着事故発生時は吸着物を無理に取り除こうとすることで 2次的な事故の発生の危険もある 
ので、必ずMR装置メーカーに連絡をすることが大切です。 
人命に関わる場合で急を要する場合は強制的にクエンチさせて、磁場を落とさなければなりません。 
 
関連情報 
NPO法人と日本画像医療システム工業会（JIRA）が協力して作成した、吸着事故防止の為のDVDが発
売されています。 
http://www.jira-net.or.jp/commission/houki_anzen/fr_topics_03_25.html 
日本画像医療システム工業会（JIRA）のMR室入出前チェックリスト 
http://www.jira-net.or.jp/anzenkanri/02_seizouhanbaigo/02-03.html 
 
 
１． 吸着した物体が患者、病院スタッフの方に衝突す
る事により、死亡事故を含む、人身事故が 
発生する可能性があります。 
２． 吸着事故（物損事故）の際、前後のカバーを始め、
MRコイル類（Bodyコイルを含む）の破損が発生す
る可能性があります。 
３． 吸着事故の状況によっては（人身、物損を問わず）
磁場消磁、励磁作業が必要となります。 
４． 稀に、磁場消磁、励磁作業の際に、液体ヘリウム
の異常蒸発（クエンチ）が発生する可能性がありま
す。（状況により液体ヘリウムの緊急補充も必要と
なります。） 
※ 磁場消磁、励磁作業は事故発生より検査可能とな 
るまで、数日を要する場合があります。 
※ 吸着事故復旧作業はシーメンス・ジャパンの製品 
保証及び保守契約の対象外の作業になります。 
